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見通しに関するご注意
本アニュアルレポートに記載されている計画や戦略、将来の業績見通しなどは、当社がアニュアルレポート作成時点で入手可能な
情報から判断したものです。
したがって、今後の状況によっては、実際の結果が当社の見通しと異なる可能性があることをご承知おきください。
本アニュアルレポートに記載している情報は、特に示しているものを除き、2010年8月現在のものです。
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Pr o f i l e

「食と健康」のプロフェッショナルとして、
常に一歩先を行く価値を創り続けます。

「明治製菓」と「明治乳業」は2009年4月、共同
持株会社「明治ホールディングス株式会社」を設立し、
新生「明治グループ」として新たな一歩を踏みだしました。

明治グループは、乳製品、菓子・健康、医薬品など
幅広い事業活動をとおして「おいしさ・楽しさ・健康・安心」
の世界を拡げ、赤ちゃんからお年寄りまで、あらゆる
世代のお客さまの日々の生活充実に貢献していきます。
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明治製菓

明治乳業

19261917

1926-1931

1951

1966 1975　　　

1981

1987

1991

20012005

2007

1931-1940

1955-1971

1971-2009

2009-

1917

1940-1942
1951-1955

乳製品事業を開始

菓子事業を開始

食品事業を開始

大久保工場でキャラメル・ビスケットを
製造開始

「明治ミルクチョコレート」発売

「ソフトカード
明治コナミルク」
容器の変遷

ココア発売。
食品事業にも着手

「ソフトカード明治コナミルク」
発売（日本初、ソフトカード化）

生クリーム「明治フレッシュクリーム」
発売（1953年）／
離乳食「明治ベビーかゆ」「明治育児用果汁
オレンジ」発売（1968年）

「明
治ミ
ルク
チョ
コレ
ート
」 パ
ッケ
ージ
の変
遷
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1946 19611950

1971,
1973

1976 19861951

1958 1968 1975 1980 1983

1953,
1968

1990

薬品事業を開始

抗生物質「ペニシリン」の
製造を開始し、
薬品事業に着手

抗生物質
「ストレプトマイシン明治」発売

冷凍食品「ピッツァ&ピッツァ」発売

「明治プレーンヨーグルト」発売
（日本初の無糖タイプ）（1971年）

「明治ブルガリアヨーグルト」発売（1973年）

国産初の抗生物質
「カナマイシン明治」
発売

「マーブルチョコレート」
発売

日本初のスナック菓子「カール」
発売

農薬「オリゼメート」発売

「きのこの山」発売。
チョコスナックという
新分野の先駆けとなる。

一般用医薬品
「イソジンうがい薬」発売

スーパープレミアムアイスクリーム
「AYA／彩」発売

流動食「YH-80」発売。
流動食事業へ再参入

「ザバス」シリーズ発売
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19971994 1999

19951992 2007

1988 1989 2002 2009

1994 2000 2002 2010

「明治エッセルスーパーカップ
超バニラ」発売

「明治北海道十勝チーズ」発売

抗うつ薬「デプロメール」
発売

「アミノコラーゲン」
発売

抗うつ薬「リフレックス」発売

新ブランドヨーグルト「meiji Yoplait」
発売

「果汁グミ」発売。
独特の食感が話題となる。

抗生物質「メイアクト」
発売

キシリトール配合ガム
「キシリッシュガム」
発売

抗不安薬「メイラックス」
発売

流動食「メイバランス」発売

スポーツ栄養飲料「ヴァーム」
発売

「明治プロビオヨーグルトLG21」発売

「明治おいしい牛乳」発売

世界初＊キューブタイプ
「明治ほほえみ らくらくキューブ」発売
＊当社調べ
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今後もお客さまの日々の生活充実に貢献してまいります。
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グ ル ー プ 理 念

私たちの使命は、[おいしさ・楽しさ」の
世界を拡げ、
[健康・安心」への期待
に応えてゆくこと。

私たちの願いは、[お客さまの気持ち」
に寄り添い、
日々の「生活充実」に
貢献すること。

私たち明治グループは、
[食と健康」のプロフェッショナルとして、
常に一歩先を行く価値を創り続けます。

経 営 姿 勢

5つの基本
1. [お客さま起点」の発想と行動に徹する。
2. [高品質で、安全・安心な商品」を提供
する。

3. [新たな価値創造」に挑戦し続ける。
4. [組織・個人の活力と能力」を高め、
伸ばす。

5. [透明・健全で、社会から信頼される
企業」になる。

行 動 指 針

meiji way
お客さまの、パートナーの、仲間たちの、
「そばになくてはならない存在」で
あるために

1. お客さまと向き合って、お客さまから
学ぶ。

2. 先を見る勘を鍛え、先駆ける技を磨く。
3. 仕事をおもしろくする、おもしろい
仕事を創る。

4. 課題から逃げない、やりぬく気概と
勇気を持つ。

5. チームの可能性を信じ、チームの力を
活かす。

グループ理念を象徴する、私たちの明治ブランドマークです。

―明治グループ理念体系―

ふくよかで柔らかな書体、親しみのある小文字を使用することによって、
「食と健康」の企業グループらしい明るさと、お客さま一人ひとりとの

あたたかいつながりを表現しました。
「iji」の造形には、人びとが寄り添い支えあう姿を託しています。

ブランドカラーはレッド。躍動感や生命のよろこびを感じさせる色であり、
人が生まれて最初に知る色でもあります。赤ちゃんからお年寄りまで、

あらゆる世代の人びとのそばにあって、
愛され続ける存在でありたいという思いを込めました。

この明治ブランドマークは、グループ理念を実践しようとする私たち自身の、志のシンボルです。

明
治
グ
ル
ー
プ
の
歩
み
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財 務 ハ イラ イト （ 連 結 ）

会計年度
売上高
売上原価
販売費及び
一般管理費
営業利益
経常利益
当期純利益

設備投資額
減価償却費
営業活動による
キャッシュ・
フロー

会計年度末
総資産
純資産

１株当たり情報
（円、米ドル）
当期純利益
純資産（注2）

配当金（注3）

レシオ（％）
自己資本当期
純利益率（ROE）
総資産利益率
（ROA）

その他
従業員数（人）

注）1. 米ドル金額は読者の便宜のために提供するものであり、換算レートには2010年3月31日の為替レート（1米ドル＝93.04円）を使用しています。
2. 1株当たり純資産＝（純資産総額－少数株主持分）／（発行済株式数－自己株式数）
3. 2009年4月1日の明治ホールディングスの設立に際し、明治製菓の普通株式1株に対して明治ホールディングスの普通株式0.1株を、明治乳業の普通株式1株に対して明治
ホールディングスの普通株式0.117株をそれぞれ割当て交付いたしました。

2008年度2007年度

明治乳業明治製菓 明治製菓明治乳業明治製菓 明治乳業 明治
ホールディングス 明治製菓 明治乳業 明治

ホールディングス

2009年度 2009年度

百万円
（別途記載のものを除く）

千米ドル（注1）
（別途記載のものを除く）

¥404,711

234,228

157,827

12,725

11,701

6,240

21,783

15,508

13,525

¥348,609

155,111

¥ 16.46

399.01

7.00

4.0

1.8

6,481

¥706,988

516,325

174,400

16,262

16,065

9,226

41,498

20,927

18,542

¥390,192

147,425

¥ 28.08

441.73

8.00

6.4

2.3

7,134

¥414,080 

246,110 

157,261 

10,798 

9,608 

2,556 

18,482

17,331

22,424

¥330,878 

144,854 

¥ 6.74 

369.09 

7.00 

1.8 

0.8 

6,922

¥711,394

522,659

174,696

14,037

13,923

5,933

21,219

18,695

16,991

¥393,169

147,303

¥ 18.06

441.39

8.00

4.1

1.5

7,205

¥411,035

238,480

161,720

10,835

11,058

4,790

19,231

18,200

15,865

¥347,311

145,730

¥ 12.64

369.85

—

3.4

1.4

—

¥704,499

504,994

181,930

17,575

17,281

8,382

12,489

19,492

34,220

¥390,807

149,263

¥ 25.52

447.20

—

5.7

2.1

—

¥1,106,645

734,665

343,194

28,786

28,316

13,088

30,546

39,087

47,707

¥ 730,044

297,771

¥ 177.73

3,933.05

80.0

4.6

1.8

14,168

$4,417,835

2,563,199

1,738,180

116,455

118,853

51,485

206,699

195,622

170,526

$3,732,931

1,566,318

$ 0.136

3.975

—

—

$7,572,010

5,427,716

1,955,395

188,898

185,740

90,090

134,232

209,503

367,799

$4,200,424

1,604,293

$ 0.274

4.807

—

—

$11,894,302

7,896,230

3,688,676

309,395

304,344

140,676

328,320

420,118

512,766

$ 7,846,563

3,200,469

$ 1.910

42.273

0.860

—

経営統合初年度の経営成績をハイライトでご紹介します。
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4,047

7,113

4,140 11,066

07 08 09

売上高

12,500

10,000

7,500

5,000

2,500

（億円）

0

（年度）

92

62

59

25

130

07 08 09

当期純利益

200

150

100

50

（億円）

0

（年度）

414

217

212

184

305

800

600

400

200

0
07 08 09

設備投資額

（億円）

（年度）

162

127

140

107

287

07 08 09

営業利益

300

200

100

（億円）

0

（年度）

477

135

185

224

169

07 08 09

営業活動によるキャッシュ・フロー

500

400

300

200

100

（億円）

0

（年度）

209

155

186

173

390

07 08 09

減価償却費

400

300

200

100

（億円）

0

（年度）

明治製菓 明治乳業 明治ホールディングス

財
務
ハ
イ
ラ
イ
ト（
連
結
）

注）2007、2008年度は明治製菓、明治乳業の単純合算です。



ご あ い さ つ

（左）
代表取締役社長
（兼 明治製菓㈱代表取締役社長）

佐藤 尚忠

（右）
代表取締役副社長
（兼 明治乳業㈱代表取締役社長）

浅野 茂太郎

私たちは、グループの持つ強みを最大限に発揮し、既存事業
の強化・拡大と事業成長機会の拡大により、長年ご愛顧いた
だいてきた「明治ブランド」の価値をさらに高めてまいります。
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2009年度の業績総括
2009年４月、明治製菓と明治乳業は共同持株会社「明治ホールディングス株式会社」
を設立し、売上高１兆円を上回る新たな「明治グループ」に生まれ変わりました。この
経営統合のねらいは、幅広いポートフォリオにおいて両社の強みをこれまで以上に発揮
することで「おいしさ・楽しさ・健康・安心」の世界を拡げることにあります。
統合初年度となる2009年度は、世界景気の持ち直しの動きが見られましたが、国内で
は消費低迷やデフレの継続など、たいへん厳しい環境下での船出となりました。こうした
中、私たちは「明治グループ2009-2011中期経営計画」に基づき、新たに統一したブラン
ドマーク「meiji」の早期浸透と定着に注力する一方、「既存事業の強化・拡大」と「事業成長
機会の拡大」のための諸施策を積極的に推進しました。
乳製品、菓子・健康事業においては、プロダクトブランドや原材料を相互に活用した商品
を投入するとともに、魅力的な新商品で市場を活性化させました。医薬品事業では、新薬
２品の上市やジェネリック医薬品の順調な拡大がグループ業績に貢献しました。また、
中期経営計画に基づき、アイスクリーム新工場の建設などの投資活動も着実に進めました。
この結果、2009年度の業績は、売上高１兆1,066億円（計画達成率98.5％）と計画を
若干下回ったものの、高付加価値商品の販売拡大や各種コスト低減努力に加え、輸入
原材料コストの低下などにより、営業利益287億円（計画達成率110.7%）、経常利益283
億円（同108.9%）、当期純利益130億円（同109.1%）と計画を上回りました。

2010年度の業績見通し
2010年度も国内消費の回復力は総じて弱いうえ、さらなる競争激化が予想されます。
また、不安定な原材料価格の動向も懸念されるところです。このような厳しい環境ではあ
りますが、中期経営計画で掲げる諸施策を着実に推し進め、売上高1兆1,310億円
（前期比2.2%増）の達成を見込んでいます。あわせてコスト削減によるグループ体質強化
にも取り組み、営業利益290億円（同0.7%増）、経常利益290億円（同2.4%増）、当期
純利益150億円（同14.6%増）を目指します。

株主の皆さまへ
株主の皆さまへの成果配分につきましては、今後の成長に備えた内部留保を勘案のうえ、
安定かつ継続的配当の基本方針に従い、年間配当として期末配当金を１株につき80円と
させていただきました。続く2010年度も、中間配当40円の実施と合わせて年間配当80
円（期末配当40円）を予定しております。

激しい時代の変化の中で勝ち抜き、世界で通用する「明治ブランド」へと成長させてい
くために、グループ一体となって力強く踏みだしていきます。
今後とも皆さまの変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

2010年9月

明治ホールディングス株式会社 代表取締役社長

株 主・投 資 家 の 皆 さ ま お よ び お 客 さ ま へ
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2008年度 2009年度 2011年度
（計画）

（億円）

11,066

11,255

1兆2,600億円

売上高の成長

1兆2,600億円
（うち統合シナジー効果300億円）

2008年度 2009年度 2011年度
（計画）

（億円）

283

235

450億円

経常利益の拡大

450億円
（うち統合シナジー効果40億円）

Meiji Group’s Vision菓子、乳製品などの食品から医薬品までの幅広い分野で
人々の健やかで潤いのある暮らしに貢献できるユニークな企業グループとなります。

明治製菓株式会社 明治乳業株式会社

・ 楽しくて話題性のある企画・開発・
マーケティング
・ 海外・医薬品も含めた幅広い営業
ネットワーク
・ 医薬品で培った臨床開発のノウハウ 

・ 乳にかかわる独自の知見・技術
・ 良質な国産牛乳を活用した
商品提供

・ 全国をカバーするチルド日配
物流網

・ お客さまからの信頼、ブランド力
・ リーディングカンパニーとしてのコア事業における存在感
・ 高い研究開発・技術力に裏打ちされた商品開発力
・ 高度な品質保証体制
・ 誠実で意欲的な人財 

お客さまへの価値提供、新たな価値創造

明治グループの強み

明 治 グ ル ー プ の 目 指 す 姿

1 0

特 集

統 合 初 年 度 を 振 り 返 っ て
―中期経営計画1年目の進捗状況―

注）2008年度の売上高、経常利益は明治製菓、明治乳業の単純合算です。



Integration Synergy「明治ブランド」をベースに、これまで幅広い分野にわたって蓄積してきた経営資源を
総合的な視点で活用し、「既存事業の強化・拡大」「新たな需要創造による事業成長機会の拡大」

「調達・物流のコスト効率化」といった統合シナジーを追求していきます。

事業拡大（売上）シナジー

人・組織のポテンシャル向上

コストシナジー

・ 既存事業の強化・拡大
・ 事業成長機会の拡大
・ 商品軸・チャネル軸の広がり

・ 増収による増益

・ 調達・物流・
生産・宣伝 ほか

事業拡大 利益拡大

統 合 シ ナ ジ ー
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統合により強化された事業基盤
互いに異なる得意領域で多くのトップブランド商品を有す
る明治製菓と明治乳業は、今までの「食品」企業や「薬品」企業
という領域を超えた、新しい「食と健康」企業グループへの
進化を目指し、明治グループとしてひとつになりました。
この統合により、信用力・資金調達力の高まりはもとより、
国内外におけるプレゼンス、戦略アライアンスへの対応力な
ど、あらゆる面での可能性が大幅に広がりました。
明治グループは強化された事業基盤により、国内はもとよ

り本格的にグローバル市場へ打って出るためのスタートライ
ンに立ちました。

ねらいはトップラインシナジーの創出力を高めること
「明治グループ2009-2011中期経営計画」では「既存事業の
強化・拡大」「事業成長機会の拡大」に主眼を置き、「調達・
物流コスト効率化」を加えた統合シナジー創出のための各施策
を推進しています。
中計の最終年度である2011年度は、売上高1兆2,600億円

（2008年度比12%増）、経常利益450億円（同215億円増）を
目標としています。このうちシナジー効果として売上高300
億円、経常利益40億円を見込んでいます。

特
集：

統
合
初
年
度
を
振
り
返
っ
て



明治ブランドの価値向上
● 新統一ブランドによる商品
 パッケージ刷新とトータル
 マーケティングの推進

● 「おいしさ・楽しさ・健康・
 安心」の明治ブランドを
 代表する数々の新商品の
 積極投入

 「明治ミルクチョコレート」のパッケージ一新
 ＴＶＣＭや屋外広告などさまざまな媒体の積極活用

 新コンセプトのヨーグルト「meiji Yoplait」発売
 新食感のチョコチップス「チップチョップ」発売

既存事業の強化・拡大
● 事業の強化・拡大を目的
 とした投資活動の推進

統合シナジーの早期実現
● 商品ブランド・原材料の相互利用
● 合同「明治フェア」の積極実施

中期経営計画1年目の具体的取り組みについて

 （乳 製 品） アイスクリーム、マーガリン新工場建設
 （菓子・健康） 大阪工場１号館（菓子主力工場）更新
 （医 薬 品） Ｐ．Ｔ．メイジ・インドネシア設備増強

1 2

着々と進む統合戦略
ブランドマークの統一による meiji ブランドの価値向上
明治製菓と明治乳業は統合を機にブランドマークを統一し
ました。
新しいブランドマークを冠した明治グループの商品は、
乳製品、菓子、健康・栄養食品など、幅広い分野でお客さまの
身近にあり、多くの方々に新しいブランドマークを目にしてい
ただくことができました。また、TVCMでも統一されたブラ
ンドマークを使用することで、これまで以上に効率的・効果的
にマーケティング戦略を展開することができるようになりま
した。
これによって、お客さまにひとつになった明治を実感してい
ただき、「明治ブランド」の浸透、定着を図れたことは、ブラン

ド価値の向上を図るうえで大きな強みとなり、統合初年度の
最大のシナジー効果となりました。

ひときわ目立つ「明治ミルクチョコレート」の meiji
ブランドマークの統一に伴い、2009年9月、明治グループ
の看板商品のひとつである「明治ミルクチョコレート」のパッ
ケージデザインを38年ぶりに一新しました。
あたたかさや親しみやすさを感じさせる新しいブランドマー
クを活かしたデザインとし、統合を象徴する商品としてさまざ
まなメディアを利用した積極的なマーケティング活動を実施し
ました。お客さまにもご支持をいただくと同時に、ブランド
マークがひときわ目立つパッケージデザインにより、新ブラン
ドの浸透・定着を促す広告塔としての役割も果たしました。



新ブランドマークの浸透

原材料の相互利用

商品ブランドの相互利用

山手線＊も「明治ミルクチョコレート」色に
＊ 山手線とは、東京都内を周回する最も利用客の多い鉄道路線です。

「明治ミルクチョコレート」

「明治マカダミア
チョコレートアイスバー」

「明治リッチストロベリー
チョコレートアイスバー」

「明治ホワイトチョコ オ・レ」

「北海道チーズショコラ」

利用

「明治リッチストロベリー
チョコレートアイスバー」

「北

「明治エクストラミルク」

「明治ホワイトチョコ

「ポルテ クリーミーホイップ」
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商品ブランド・原材料を相互に有効活用
「既存事業の強化・拡大」戦略に従い、明治製菓・明治乳業の
技術・素材・ブランドを活用したさまざまな商品開発を行いま
した。例えば、明治乳業の原材料を使ったミルク感たっぷり
のチョコレート「明治エクストラミルク」や、明治製菓の菓子ブ
ランドを使用したアイスクリーム「明治マカダミアチョコレー
トアイスバー」など新商品の投入を積極的に行いました。
店頭での「明治フェア」など合同セールも全国で積極展開
しています。

事業拡大を見据えた生産能力増強
既存事業の強化・拡大の具体的取り組みとして、各事業で
今後の事業拡大を見据えた生産能力増強に着手しました。

乳製品事業では、明治乳業関西工場の敷地内に、92億円を
投じて新アイスクリーム工場の建設に着手しました（2009年
12月）。アイスクリーム事業は、両社の持つ製造技術、アイデ
ア、素材、商品開発力の活用により高いシナジー効果の創出
が可能な事業です。新アイスクリーム工場に両社のノウハウを
結集させ、事業拡大の拠点としていきます。
菓子・健康事業では生産能力向上を目的に、50億円を投じ
明治製菓大阪工場１号館の更新（2010年3月）、また、医薬品
事業ではペニシリンの生産能力増強とより高品質な製品供給
を可能とするため、約40億円を投じP.T.メイジインドネシア
の設備増強（2009年9月）にそれぞれ着手しました。

特
集：

統
合
初
年
度
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営 業 概 況

事 業 セ グ メント 一 覧

事業セグメント 売上高構成比 売上高／営業利益の推移

サービス他事業

乳製品事業

菓子・健康事業

医薬品事業

2009 2010（予想）

2,000

1,500

1,000

500

（億円）

1,276

84

71

100

75

50

25

1,312

0 0

2009 2010（予想）

2,000

1,500

1,000

500

（億円）

1,408

34
26

100

75

50

25

1,449

0 0

2009 2010（予想）

4,000

3,000

2,000

1,000

（億円）

2,930

44

55

80

60

40

20

3,020

0 0

2009 2010（予想）

8,000

6,000

4,000

2,000

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

6,000
134

147

200

150

100

50

6,085

0 0

営業利益（右軸）
売上高（左軸）

営業利益（右軸）
売上高（左軸）

営業利益（右軸）
売上高（左軸）

営業利益（右軸）
売上高（左軸）

51.7%

25.2%

11.0%

12.1%

（年度）

（年度）

（年度）

（年度）
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※ 各事業セグメントの売上高および営業利益は、セグメント間取引を含みます。



事業概要 主要なグループ会社

市乳（牛乳類・ヨーグルト等）、粉乳（コナ
ミルク等）、練乳、バター、チーズ、アイ
スクリーム、飲料、栄養食品（流動食・
ヴァーム等）、畜産品等の製造・販売を
行っています。

● 四国明治乳業㈱
● 東海明治㈱
● 明治油脂㈱
● 日本罐詰㈱
● 東京明販㈱
● 北海道明販㈱
● 東北明販㈱
● 東京明治フーズ㈱

菓子、砂糖および糖化穀粉等、健康機能
食品（アミノコラーゲン等）、OTC医薬品
（イソジン等）の製造・販売、スポーツク
ラブの経営等を行っています。

● ㈱明治フードマテリア
● 道南食品㈱
● 蔵王食品㈱
● ㈱ロンド
● 明治産業㈱
● 明治チューインガム㈱
● 岡山県食品㈱
● 四国明治㈱
● 太洋食品㈱

● 中部明販㈱
● 金沢明販㈱
● 近畿明販㈱
● 中国明販㈱
● 九州明乳販売㈱
● 明治ケンコーハム㈱
● ㈱アサヒブロイラー

● ㈱明治スポーツプラザ
● 東海ナッツ㈱
● スタウファー・ビスケット
● ラグーナ・クッキー
● メイジセイカ・シンガポール
● ファイブスターズ・デイリー・イングリディエンツ
● 明治制果（上海）有限公司
● 明治制果食品工業（上海）有限公司

医療用医薬品および農薬・動物薬等の
製造・販売を行っています。

● 北里薬品産業㈱
● 大蔵製薬㈱
● P.T.メイジ・インドネシア・ファーマシューティカル
● タイ・メイジ・ファーマシューティカル
● 明治魯抗医薬有限公司
● テデック-メイジ・ファルマS.A.
● マボ・ファルマS.A.
● メイジセイカ・ヨーロッパB.V.

不動産、飼料、運送、倉庫、機械技術サー
ビス、外食、保険代理店、リース等の事業
を行っています。

● 明治飼糧㈱
● 明治ロジテック㈱
● ㈱ケー・シー・エス
● 明治ビジネスサポート㈱
● フレッシュネットワークシステムズ㈱
● ㈱明治テクノサービス
● ㈱ナイスデイ
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2,882
2,825

2,889

市乳

乳製品

飲料

アイスクリーム

その他

07

※ 売上高、売上高構成比は明治乳業（単体）の数値

08 09

09年度売上高

市乳

0999年度売上高年年 上高売上高

58.7%

2,889億円

700
774

831

07 08 09

09年度売上高0999年度売上高年年度売上高売上高

831億円

288
239 229

07 08 09

09年度売上高0090 年度売上高年年 売上売上

229億円

392
415 403

07 08 09

09年度売上高0090 年度売上高年年 売上売上

403億円

519
560 569

07 08 09

09年度売上高0090 年度売上高年年 売上売上

569億円

乳製品
16.9%

スクリ ム
8.2%

飲料
4.6%

他
11.6%

売上高構成比

（年度）

（年度）

（年度）

（年度）

（年度）
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営 業 概 況

乳 製 品 事 業

2009年度の取り組みと業績
2009年度の乳製品セグメントの売上
高は6,000億円、営業利益は134億円
となりました。
売上高は夏場の天候不順の影響を
受けたアイスクリームや飲料が苦戦した
ものの、市場ニーズに適応した新商品
投入に加え、値ごろ感に配慮した商品
の販売が奏功したヨーグルトが年間を
通して好調に推移しました。さらに
粉乳、チーズ、栄養食品、マーガリン類

なども売上を伸ばしました。その結果、
乳製品セグメント全体の売上高はほぼ
計画水準の達成率となりました。
商品別には特に、店頭での積極的な
販売促進活動を実施した「明治ブルガ
リアヨーグルト」や「明治北海道十勝ス
マートチーズ」に加え、世界初の固形状
コナミルク「明治ほほえみ らくらく
キューブ」も順調な売上推移となりま
した。
利益面では、原料乳コストが増加し

た半面、牛乳類の価格改定効果および
ヨーグルトや粉乳などの増売効果に
加え、輸入原材料の低下、原料乳コス
ト増に対応した容量・価格変更などが
寄与しました。その結果、営業利益は
計画を21％上回りました。

アイスクリームおよびマーガリンの
新工場建設
関西工場の敷地内にアイスクリームの
新工場棟（投資額約92億円、2011年
上期生産開始予定）の建設を進めました。
主力ブランドである「明治エッセルスー
パーカップ」の効率的な増産ラインを
構築するとともに、明治製菓が有する
商品ブランド、加工技術、原料調達力な
どを融合し、新しいアイスクリームやフ
ローズンデザートの投入を目指します。

中核商品、成長期待商品を伸ばす一方、
新たな高付加価値商品で市場活性化を
推進し、「新・総合乳業へ向けた
競争優位の構築と強化」を目指します。



T O P I C ST O P I C S

機能性

おいしさ・楽しさ

ヨーグルトの正統・伝統

「グルト！ ストロベリー」

明治ホールディングス株式会社　アニュアルレポート2010 1 7

また、料理などさまざまな用途があ
るバターブレンドなどのリッチタイプや、
低カロリーのヘルシータイプなど、
消費者の志向の多様化に対応した特徴
のある商品への需要の高まりや、内食
化傾向を背景とした需要増に対応し、
マーガリン新工場（投資額約48億円、
2012年1月生産開始予定）の建設にも
着手しました。

2010年度の業績見通しと重点
テーマ
2010年度の見通し
2010年度の乳製品セグメントの売上
高は前年度比1.4％増の6,085億円、
営業利益は同9.6％増の147億円の見通
しです。

「新・総合乳業」の確立を目指す
乳製品事業では当面のテーマとして、
単に事業の幅や品ぞろえを拡大するの
ではなく、まず、事業ドメインごとに
No.1事業を複数創り上げるとともに、
事業同士の強いつながりによってシナ
ジーを創出し、全体としてさらに大き
な総合力を発揮し得る「新・総合乳業」
を目指します。

デフレ進行下での成長戦略の徹底
事業別成長戦略として特に、「明治ブ
ルガリアヨーグルト」「明治プロビオ
ヨーグルトLG21」「meiji Yoplait｣を3
本柱とするヨーグルト事業の拡大、
高付加価値の「らくらくキューブ」の普及
強化、高齢化社会に対応した流動食の
販売強化などに注力します。

コスト改革の推進
乳製品セグメントでは、市乳工場の
操業度が利益に影響します。そこで工場
の製造ロス低減や稼働率アップに努め、
生産性の向上を図ることでコスト低減に
つなげていきます。また、販売子会社が
担当する物流・配送業務の収益改善策と
して、チルド事業に注力します。さらに、
原材料調達、商品企画、販売費などゼ
ロベースでコスト改革に取り組みます。

海外展開の推進
全明治グループとして海外展開を
推進する中、乳製品については、市乳、
ヨーグルト、流動食、コナミルク、プロ
セスチーズ、アイスクリームなどを中国、
タイといったアジア市場を中心に普及
させていきます。

営
業
概
況

コンセプトは「Joy & Fun!! 食は楽しい」
明治乳業は、ヨーグルト業界世界第2位のYoplaitグループと業務提携し、

「Joy & Fun!! 食は楽しい」をコンセプトとする新ブランド「meiji Yoplait」を
創設しました。2010年3月から順次、新商品の投入を開始しており、第一弾と
して、フルーツヨーグルトをチューブタイプの容器に入れた、スプーンいらずの
新しいタイプのヨーグルト「グルト！」と、甘みと酸味のバランスが良い2種類の
フルーツをふんだんに配合した「ぞっこんヨーグルト」を発売しました。
当社は、「ヨーグルトの正統」として評価を得ている「明治ブルガリアヨーグル
ト」、ヨーグルトの機能性が注目される契機となった、「明治プロビオヨーグル
トLG21」などのブランド商品を有し、ヨーグルトの分野で常に新しい市場を創
造してきました。日本のヨーグルト市場（約2,800億円）で、当社の売上は年間
1,000億円を超え、国内トップの地位にあります。今後のさらなる飛躍のため
に、伸長著しいソフトヨーグルトのカテゴリーに「meiji Yoplait」を投入し、こ
れまでになかった食の価値を提案し、新たな市場を創っていきたいと考えてい
ます。そして、この新ブランドをヨーグルト事業の第3の柱に育てていきます。

ヨーグルト事業、第3の柱「meiji Yoplait」
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営 業 概 況

菓 子・健 康 事 業

2009年度の取り組みと業績
2009年度の菓子・健康セグメントの
売上高は2,930億円、営業利益は44
億円となりました。
菓子事業では、「明治ミルクチョコ
レート」のブランドマーク変更や新商品
「チップチョップ」などの投入を機に
マーケティングや販売を強化した結果、
主力のチョコレート群は過去最高の
売上を更新しました。また、健康事業
では、「アミノコラーゲン」「ザバス」が

好調に推移するとともに、新型インフ
ルエンザの流行を背景に「イソジン」が
大幅に伸長しました。しかし、一層の
個人消費低迷やデフレ進行などにより、
昨年秋以降、極端に市場が冷え込む厳
しい環境の中、ガムやキャンデーなど
チョコレート以外の菓子が総じて不振
となり、菓子・健康セグメントの売上高
は計画を6.1％下回りました。
営業利益は、菓子事業の収支構造
改善や品種構成による原価低減などに

より前年を超える黒字を確保したもの
の、売上低迷や拡売対策費の増加など
により、計画を11.9％下回りました。

大阪工場の生産能力強化
「既存事業の強化・拡大」策の一環と
して、1955年に建設した大阪工場1号
館を生産性の高い新工場に建て替える
ため、約50億円の設備投資を開始しま
した。

2010年度の業績見通しと重点
テーマ
2010年度の業績見通し
2010年度の菓子・健康セグメントの
売上高は前年度比3.0％増の3,020
億円、営業利益は同24.8％増の55億円
の見通しです。

チョコレート群のシェアアップ、
主力商品の拡大、新商品の育成に
注力するとともに、収益構造の
さらなる改善を推進します。
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「チップチョップ」

秋季「新製品」明治製菓シェア

2007年 2008年 2009年

32% 36%
46%

※ 当社調べ
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市場環境を見据えた商品開発・販売
戦略の推進
好調なチョコレート事業で、看板商品
である「明治ミルクチョコレート」の
売上増加に一層注力するとともに、
「チップチョップ」などを新たな大型主
力ブランドとして育成します。また、ガ
ム事業では期待の新商品「MINTZ」など
でシェアアップを図ります。健康事業で
は、「アミノコラーゲン」「ザバス」「イソ
ジン」などカテゴリートップ商品の売上
を伸ばし、今後の成長期待ブランドであ
る「パーフェクトプラス」や「銀座カリー」
の拡販も推進します。

コストの徹底見直し
大きな収益圧迫要因となっている
原材料高騰とデフレ進行の影響を克服

するため、生産プロセスの合理化、
返品ロスの削減、宣伝費の効率化など
コストの徹底見直しを行います。

拠点を活用した海外事業の基盤強化
米国子会社「スタウファー・ビスケッ
ト」を通じ、日本のロングセラー商品
「きのこの山」「たけのこの里」を米市場
に投入するなど、米国にはない斬新な
チョコスナック菓子により、「meijiブラ
ンド」の浸透を図ります。
また海外では、経済成長著しい
中国・アジア市場にも注目しています。
目下のところ、中国のチョコレート市場
は緩やかな成長段階にあり、今後は
乳製品事業とも連携し、現地拠点を
活用した市場開拓を推進します。さら
にチョコレートのみならず、市場ニーズ

をとらえた菓子・ヘルスケア商品の販売
体制を確立し、海外事業の拡大を目指
します。

業務用ビジネスの拡大とスイーツ事業
の展開促進
外食産業の市場縮小を背景に、業務
用ビジネスも厳しい環境下にあります
が、独自の技術力を強みに主要顧客へ
の提案営業および新規顧客の開拓に
注力します。また、新設の「スイーツ
事業推進部」主導のもと、チルド・半生・
フローズンの領域で新商品を具体化し
ていきます。

営
業
概
況

チョコとうま塩の“やみつき”チップス「チップチョップ」を発売
2009年8月、薄いチップスの中からチョコがでてくる新食感のチョコチップ
ス「チップチョップ」を発売しました。三角形にカットした一口サイズのチップ
ス形状で、手につかずサクパリッ。スナック生地の表面にまぶした塩と、中に
閉じ込めたチョコの甘さのバランスも絶妙、ついついあとひくおいしさで、チョ
コレート・スナック両ユーザーの獲得を狙った商品です。

2009年度秋季新商品で売上No.1に
「チップチョップ」は発売と同時に人気を博し、2009年秋の菓子新商品売上
でNo.1となりました。その影響もあって、2009年秋の菓子新商品市場におけ
る明治製菓のシェア（当社調べ）は46%（2008年秋36%）に上昇しました。
「チップチョップ」はその後も人気商品となっており、2010年5月、よりチョ
コの味わいを感じられるよう、チョコと塩のバランスをブラッシュアップしま
した。

新食感のチョコチップスで市場を活性化
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営 業 概 況

医 薬 品 事 業

2009年度の取り組みと業績
2009年度の医薬品セグメントの売上
高は1,276億円、営業利益は84億円と
なりました。
医療費抑制策や農薬・動物薬における
申請・登録審査基準の厳格化などを背景
に、厳しい事業環境となりました。しかし、
売上高は、抗菌薬「オラペネム」と抗うつ薬
「リフレックス」の２新薬の投入に加え、ジェ
ネリック医薬品では抗菌薬「バンコマイシン
MEEK」やカルシウム拮抗薬「アムロジピン
明治」などが寄与しました。また、インフルエ
ンザ関連製品も拡大し、農薬・動物薬の

売上減少および為替の影響を補い、売上
計画を0.7％上回る結果となりました。
営業利益は、新薬投入効果による
品種構成の改善やジェネリック医薬品
の伸長、販売費の効率化などで、新薬
の販促費・研究開発費の負担増を吸収
し、計画を1.5％上回りました。

2010年度の業績見通しと重点
テーマ
2010年度の業績見通し
2010年度の医薬品セグメントの売上
高は薬価改定の影響（60億円の減収・

減益要因）を最小限に抑え、前年度比
2.8％増の1,312億円を予想していま
す。営業利益は、前年度比16.3％減の
71億円を見込んでいます。

新製品・ジェネリック品の拡大
2009年度に投入した「リフレックス」の

売上90億円達成に向け、中枢神経系の
専任MR（医療情報担当者）の増員を進め
ます。一方、大型医薬品の特許切れが相
次ぐ中、利便性（製剤技術）・品質・安定生
産・情報提供力などを強みとするジェネ
リック医薬品のシェア拡大を目指します。
さらに、新製品とジェネリック医薬品の製
品ラインアップによる重点顧客への品揃
え強化と顧客満足度向上にも注力します。

事業基盤強化に向けた研究開発体制の
強化
事業基盤を強化するためには、製品

感染症・中枢神経系疾患領域における事業
基盤強化とジェネリック医薬品の拡大を軸に、
国際展開力を有する「スペシャリティ＆ジェネ
リック・ファルマ」として社会に貢献します。
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抗菌薬「オラペネム®小児用細粒10%」

抗うつ薬「リフレックス®錠15mg」
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パイプラインを充実させていくことが
重要です。
医療用医薬品の研究開発については、
短期・中期・長期の視点で、自社創薬
研究に加えて、ライフサイクルマネジメ
ント（適応拡大・新用途・新投与経路・
配合剤などの開発）、導入開発によるリ
スク分散型研究開発ポートフォリオの
構築を図っていきます。また、得意領域
である感染症疾患においては、難治化
する感染症への新たなアプローチとし
て、長期的な展望に立って、抗体医薬
研究にも取り組んでいきます。
それらを着実に推進するため、研究

開発のポートフォリオやリソースマネジ
メント、アライアンス（販売提携・導入
開発提携・研究提携・アウトライセンス）
を一元的に推進する組織を設置すると

同時に、創薬研究やライフサイクルマネ
ジメント開発の強化に向けた組織再編
を実施しました。
さらに、自社創薬品のグローバル

展開を見据え、海外開発体制の構築と
海外上市に向けたパートナーの探索
機会拡充を図るため、米国に駐在員
事務所を設置するなど、「スペシャリ
ティ&ジェネリック・ファルマ」として、
持続的な成長を目指します。

海外における新市場開拓の推進
抗生物質製剤「メイアクト」と関節機能
改善薬「アダント」を中心に、海外グ
ループ会社の現地販売力強化に取り
組みます。また、ロシア、ベトナム、中国、
韓国などでの市場開拓を推進します。

コストダウンの徹底
インドネシア子会社へのペニシリン
生産拠点集約やジェネリック医薬品製造
におけるタイ・中国子会社の活用といっ
た最適生産体制の構築に加え、低コス
ト製法の確立、主力品目の内製化、
安価原材料調達などにより、徹底した
原価低減を図ります。

農薬・動物薬の収益力早期改善
主力商品「オリゼメート」（いもち病
防除剤）の一層の原価低減を図るとと
もに、「ザクサ液剤」（除草剤）や新規
家畜用抗菌剤など新製品の早期上市・
市場浸透に努めることで、農薬・動物薬
事業の収益基盤強化を図ります。

営
業
概
況

「オラペネム」
～小児感染症領域の難治例に効果～
近年、通常の抗生物質では効かない耐性菌が増えています。こうした中、「オ
ラペネム」は他の抗生物質耐性の肺炎球菌やインフルエンザ菌に対して強い
抗菌力を有しており、耐性菌の検出頻度が高く治療に難渋する小児の中耳炎・
副鼻腔炎・肺炎の3疾患に適応症を絞って製造販売承認を取得しました。

「リフレックス」
～中枢神経系領域の大型新薬～
日本初の『ノルアドレナリン作動性・特異的セロトニン作動性抗うつ薬』

（NaSSA: Noradrenergic and Specific Serotonergic Antidepressant）
というユニークな作用機序を持つ薬剤であり、1日1回就寝前服用の簡便な
用法でうつ病・うつ状態に対する効果の早期発現と優れた有効性を併せ持つ
薬剤です。

待望の新薬発売
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営 業 概 況

サ ー ビ ス 他 事 業

2009年度の業績
2009年度のサービス他セグメントの
売上高は1,408億円、営業利益は34億
円となりました。売上高は飼料事業に
おける配合価格の引き下げ、ビル賃貸
事業の一部賃料値下げなどがあったも
のの、その影響は想定の範囲内にとど
まり、計画を0.6％上回りました。
営業利益は、燃料価格の低下と飼料
穀物相場の落ち着きにより、計画を
20.6％上回りました。

2010年度の見通し
2010年度のサービス他セグメントの
売上高は、新規連結子会社の増加によ
り、前年度比2.9％増の1,449億円を
見込んでいます。しかし、営業利益は飼
料事業の不透明感を織り込み、前年度
比23.7％減少の26億円を予想していま
す。各事業において、引き続き売上の
維持・拡大、損益の改善に取り組みます。

各事業において、
売上の維持・拡大、
損益の改善を
目指します。

川崎「ソリッドスクエア」 明治ロジテック配送車
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研 究 開 発

乳製品事業
乳製品事業の研究開発体制は、「食品開発研究所」「食機能
科学研究所」「技術開発研究所」の3研究所と「研究企画部」か
ら構成され、おいしさ、栄養、機能性、品質、安全性、生産
技術などに関する総合的な研究をもとに、新商品の開発を
行っています。
コア技術である発酵技術、プロバイオティクス技術、栄養
設計技術、乳化技術のさらなる応用発展を図るとともに、
国内外の研究機関との研究開発協力・提携も活発に行い、
「明治おいしい牛乳」に代表されるような、「食」の新しい価値
の創造を目指しています。
2009年度の乳製品事業では、食の新しい価値を創造し、あ
わせてお客さまが安心して召しあがっていただけるよう、
総合的な基盤技術研究をもとに、新商品の積極的な開発研究
を行い、研究開発費として47億円を計上しました。
なお、乳製品事業の各研究分野の論文をホームページにて
一部紹介しています。
http：//www.meinyu.co.jp/r_d/library/index.html

菓子・健康事業
菓子・健康事業の研究開発体制は、「食料健康総合研究所」
において、新商品と生産技術の開発、カカオ研究の推進、
品質保証技術の開発、機能性素材の開発と評価試験など、
幅広い研究開発に取り組んでいます。創業以来の精神「買う
気でつくれ明治」のもと、お客さまの声に耳を傾け、そのニー
ズを把握し、ウォンツを発掘して商品の種を提案すると同時に、
素材、物性などの基礎研究、栄養機能研究、製法・設備研究、
おいしさ保持技術研究などに注力しています。
2009年度の菓子・健康事業では、「おいしい・楽しい」「健康」

「安心」の「明治ブランド」を一層強固なものとするため、研究
開発部門の要員を充実させ、34億円の研究開発費を計上しま
した。
なお、菓子・健康事業の各研究成果をホームページにて
一部ご紹介しています。
http：//www.meiji.co.jp/blog/research/

医薬品事業
医薬品事業の研究開発体制は、「医薬研究所」「CMC研究所」

「バイオサイエンス研究所」「生物産業研究所」から構成され、
医療用医薬品における感染症、中枢神経系領域でのスペシャ
リティファルマを目指すとともに、ジェネリック医薬品、農薬、
動物薬なども視野に入れ、幅広く研究開発を行っています。
2009年度の医薬品事業では、研究開発費として126億円を
計上しました。

医療用医薬品分野の開発状況
重点領域のひとつである中枢神経系領域のパイプライン
拡充の一環として、2008年10月にフランスのバイオコデック
ス社より導入した乳児重症ミオクロニーてんかん治療薬
「ME2080」は、国内における臨床第Ⅲ相試験を開始しました。
国内で有効な既存治療薬がないことから、未承認薬使用問題

各事業において長年蓄積してきた基盤技術、商品開発力、
薬品開発力、生産技術、品質分析力、知的財産、情報など、
「食と健康」に関するあらゆる技術・ノウハウを共有し、
「おいしさ・楽しさ・健康・安心」で一歩先を目指しています。
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研究開発費
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検討会議での検討結果を受け、厚生労働省が開発企業を募集
していた医薬品のひとつであり、国内開発をバイオコデック
ス社と協力して実施しています。
Ｃ型慢性肝炎治療薬「ME3738」は、基礎薬理試験によって
インターフェロンのＣ型肝炎ウイルス抑制効果を増強する
作用が確認されたことから、２００８年１月よりPEG-IFN（ペグ
インターフェロン）併用時における抗ウイルス作用の増強効果
の立証に向けて、国内でのPOC（Proof of Concept）試験※を
進めています。
抗うつ薬「リフレックス錠」は、適応拡大として、線維筋痛症
に対する有効性、安全性を検討する目的で、前期第II相臨床
試験（探索的試験）を開始しました。線維筋痛症は原因不明の
全身性の疼痛疾患ですが、現在のところ根本的な治療法はな
く、国内で線維筋痛症を適応として承認されている医薬品も
ありません。本剤は、鎮痛効果を発揮するとともに、線維
筋痛症患者の睡眠障害や抑うつ状態を改善することも期待さ
れます。
β-ラクタム系抗菌薬の不活化酵素のひとつであるメタロβ-
ラクタマーゼ阻害剤「ME1071」は、カルバペネム系抗菌薬と

の合剤開発を進める中、臨床第Ⅰ相試験（単回投与）を終了し
ました。

※ POC試験： 研究段階で想定した薬効がヒトでも有効性を持つことを臨
床の場で検証すること。

農薬・動物薬分野の開発状況
農薬事業では、申請中の新規除草剤「ザクサ液剤」および
新規水稲用殺菌剤「トライ」の農薬登録取得に努めています。
また、農薬登録の申請に向けて、新規殺虫剤「ME5343」と
「ANM-138」の委託試験を実施しています。なお、明治製菓
が開発中の農業用殺虫剤「ME5343」につきましては、2010
年5月、独BASF社とライセンス契約を締結しました。安全性
が高く、環境負荷の少ないことが期待される次代の殺虫剤で
あり、一日も早い世界市場での上市を目指します。
動物薬事業では、コンパニオンアニマル用薬剤である

「ME4603J」および「ME4617」と家畜用抗菌剤「ME4129」
および家畜用新規経口剤「ME4613」の製造承認取得に努めて
います。

明
治
グ
ル
ー
プ
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

臨床第Ⅰ相試験ME1071

臨床第Ⅲ相試験

臨床第Ⅱ相試験

経口

経口

経口

抗てんかん薬

Ｃ型慢性肝炎治療薬

線維筋痛症治療薬（適応拡大）

導入

自社開発

導入

注射 メタロβ- ラクタマーゼ阻害剤 自社開発

てんかん薬てんかん薬抗て抗て 導入導入ME2080

ME3738

REFLEX

2080 臨 経経経口経口床第Ⅲ相試験臨床

開発コード 剤型 薬効分類 備考第Ⅰ相 第Ⅱ相 第Ⅲ相 申請中 承認　　
開発ステージ

験

験

験

臨床第Ⅱ相試験

医薬品事業（医療用医薬品）の主な開発パイプライン （2010年6月現在）



乳製品事業

海外で販売している
粉ミルク

タイの乳製品売場

市場での
アイスクリーム
売場（中国）
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明 治 グ ル ー プ の 海 外 ネットワ ー ク

明治グループは、成長が期待される
アジア市場をはじめとして、
世界各国のお客さまに
明治ブランドをお届けしています。

タイで1989年、明治ブランドの牛乳、ヨーグルトなどの
生産・販売を行う合弁会社、CPメイジを設立。チルド牛乳
は最大のマーケットシェアを誇り、多くの人々の健康に貢献
しています。
また、1994年、広州市にアイスクリームの製造販売の

合弁会社、広東四明燕塘乳業有限公司を設立、1997年に
は、上海に保健食品の調査・研究を行う会社を設立、2007
年には上海と広州で粉ミルクの販売業務を開始し高い
評価を得るなど、今後ますます発展し続ける中国市場へ
進出。さらなる事業展開を検討しています。
豪州では、1994年、乳原料の仕入・調達を行う関連会社

メイジデイリー・オーストラレイシアを設立。乳原料の供給
拠点となっています。



「メイアクト」

明治魯抗医薬の社屋
医薬品事業

P.T.メイジ・インドネシアの社屋

「ヤンヤン」

メイジセイカ・
シンガポールの社屋

上海で発売のギフト

「アニマルクラッカー」

菓子・健康事業

明治ホールディングス株式会社　アニュアルレポート2010 2 7

輸出事業、海外での生産・販売、海外有力
ブランドの輸入販売という3つの柱で積極的
に海外事業を展開しています。
輸出事業ではチョコレートを中心とした

菓子、健康・栄養食品をアジアなどのマーケッ
トへ供給し、順調に業績を伸ばしています。
輸入事業では、クラフト社の欧州製チョコ

レート、米国スナイダーズ社のプレッツェル、
バレンタイン限定のベルギー製高級チョコ
レート・ブリュイエールを中心に売上を拡大し
ています。
米国では100％子会社のスタウファービス

ケット社とその子会社のラグーナ・クッキー社
を運営し、「アニマルクラッカー」などを中心
に生産・販売活動を行っています。
中国では合弁会社である廣州明治制果

有限公司にて「ヤンヤン」を中心に生産・販売

を1993年より行っており、2004年に中国
全土への販売拡大を目指し、100％子会社の
販売・マーケティング会社である明治制果
（上海）有限公司を設立。さらに2006年8月に
明治制果食品工業（上海）有限公司の工場が
稼働を開始し、チョコレート製品を中心に
現地で生産・販売する一貫した事業体制を敷
いています。
東南アジアでは、100％子会社のメイジセ

イカ・シンガポールが「ヤンヤン」「ハローパン
ダ」を中心に生産・販売を行っており、東南ア
ジアのみならず、米国、オセアニアなどへも
輸出をしています。さらにインドネシアでP.T.
セレス・メイジ・インドタマ、タイでタイ・メイ
ジ・フードという合弁会社を運営し、meiji ブ
ランドの浸透に努めています。

1954年から抗生物質の輸出を開始し、
現在では60を超える国々に「メイアクト」や
「ホスミシン」など meiji ブランドの医薬品
を届けています。
事業の進展に伴い、1974年、インドネシ

アにP.T.メイジ・インドネシア・ファーマシュー
ティカルを、1979年、タイにタイ・メイジ・
ファーマシューティカルを設立。両社はそれ
ぞれの国で、医薬品・動物薬を生産・販売し
ているほか、日本をはじめ各国への生産
拠点としての体制を確立し、医薬品・動物薬
を供給しています。
中国では、1989年に汕頭経済特区明治

医薬有限公司を設立し、抗生物質、抗がん
剤などの生産・販売を行っています。さら
に中国市場での事業拡大および醗酵原薬
の生産拠点として、2004年に明治魯抗

医薬有限公司を設立しました。また欧州
ではEU市場への展開の拠点として、1991
年、スペインにテデック-メイジ・ファルマ
S.A.を設立し事業拡大を図っています。
特に近年においては、P.T.メイジ・インド

ネシア・ファーマシューティカルの製造設備を
増強し、GMP（医薬品等の製造管理および
品質管理の基準）によって他の医薬品との交
互生産が認められていないペニシリン製剤
に関する生産拠点化を進めています。高品
質で安定した生産体制を確立するとともに、
コスト競争力強化により、他社からの製造
受託も視野に入れています。また、ジェネ
リック医薬品の普及拡大に伴い、タイ・メイ
ジ・ファーマシューティカルでは、ジェネリック
医薬品製剤の、明治魯抗医薬有限公司では、
同原薬の生産強化に取り組んでいます。
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乳製品事業

品質

開発・設計 調　達 生　産 物　流 販売・コミュニケーション

明治グループは、「食と健康」にかかわる事業に
取り組む者として、社会から、そしてお客さま
から信頼される企業であり続けるために、
社会や環境に配慮したCSR（企業の社会的責任）に
基づく経営を行っています。

2 8

C S R 活 動

明治グループでは事業ごとに、その特性に合わせた品質管理システムを構築しています。

乳製品事業では、デリケートな乳を扱いながら、いかにお客さまに「安全・安心・おいしさ」を
お届けするかを念頭に品質管理しています。法令の遵守や製品の安全性に関して万全を期する
ことはもちろんのこと、お客さまが当社製品に期待する安心や満足にも応えられるよう、2007
年に独自の品質保証システム「明治クオリアス」を制定し、全社全部門で運用することによって
「お客さまに約束する品質」を実現しています。

「明治おいしい牛乳」について、「お客さまに約束する品質」を守るために
各工程で実行している業務内容

約束

1 生乳本来の
自然でさわやかな香り

約束

2 生乳本来の
ほのかな甘み

約束

3 生乳本来の
まろやかなコクはそのままに
すっきりとした味わい

原料となる生乳のサン
プルを定期的に収集
し、検査機器と研究員
の味覚・嗅覚による風
味の分析・検査を実施
しています。

原料となる生乳は、工
場の受入時にも風味の
検査を行い、原料とし
て適しているものだけ
を使用しています。生
乳の品質を維持・改善
するための取り組みを
しています。

明治乳業独自のナチュ
ラルテイスト製法によ
り製造しています。ナ
チュラルテイスト製法と
は、加熱殺菌による風
味の変化を抑え、生乳
本来のおいしさに限り
なく近づける製法です。

運送中の温度変化や
衝撃によって、品質を
損ねることのないよ
う、温度レコーダーや
緩衝装置を設置してい
る配送車を導入するな
どの取り組みを行って
います。

スーパー・量販店など
の店頭では、お客さま
が識別しやすく、お求
めいただきやすい売場
づくりの提案をしてい
ます。



菓子・健康事業

医薬品事業

ライン上の検品

品質保証室

クリーンな環境で製造

品質パトロール

絶対に見逃しません 厳しい品質規格
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菓子・健康事業では、創業以来の精神である「買う気でつくれ明治」を品質方針として、「食品文化の向上」「栄養保健の
増進」「家庭での団らん」などのお客さまへの貢献を掲げ、食品衛生法やＩＳＯをもとにした品質保証体制（M-QMS: Meiji
Quality Management System）を構築し実践することにより、「安全・安心・おいしさ」を提供しています。

製造ラインでは、成型後や包装前後などいろいろなポイントで、品質保証機器と目視を組み合わせて検品を行います。Ｘ線異物検出機・金属
検出機・重量選別機・賞味期限印字確認装置などの品質保証機器があります。

衛生管理・品質管理体制の構築、出荷検査、分析（原料・製品）、
賞味期限管理、日々のサンプル保管など、工場が品質保証に全員で
取り組むための中心組織として活動しています。

各工場・グループ会社・生産委託先の品質保証体制を定期的に
点検し、問題が見つかれば改善します。これは、品質パトロールと
呼んでいるPDCAサイクルを活用したより良い工場づくりの仕組み
で、M-QMSには必要不可欠です。

医薬品は、開発から製造、出荷、副作用の情報収集や製品情報の提供などについて、厚生労働省により厳しい基準が
定められています。医薬品事業では、顧客重視の一貫したポリシーと行動指針のもと、「患者さんのため」を第一に考え、
医療関係者や患者さんが安心して使用できる医薬品の提供に努めています。また、農薬・動物薬事業においても使用者や
医療関係者が安心して使用できる高品質の製品をお届けしています。

医薬品は高い清浄度を保った環境のもと
で、最新鋭の設備を使って製造されています。

良い薬をお届け
するために真剣な
検査を行います。人
の心がこもった目
は、装置では検出
することができな
いものまで発見し
ます。

製造された医薬品
は高度な分析機器を
用いて、品質を検査
します。明治独自で
定めた厳しい品質規
格に合格した製品だ
けが出荷されます。

工場・グループ会社から生産委託先まで品質管理を徹底

安心して使ってもらえる“くすり”を確実にお届けする

Ｘ線異物検出機 金属検出機 重量選別機 目視検品 賞味期限印字確認装置



明治乳業

環境

廃棄物削減の取り組み 省エネルギー・CO2削減の取り組み

廃棄物削減の取り組み 省エネルギー・CO2削減の取り組み（工場）
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※ 明治乳業グループは2007年を基準年としてCO2削減に取り組んでいます。
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明治グループ全体で省資源・省エネルギー活動に取り組んでおり、省エネ設備の導入・生産設備の改善・ＣＯ2排出量の少ないエ
ネルギーへの転換などを積極的に推進しています。

明治製菓単体では廃棄物排出量が前年度よりやや増
加しましたが、リサイクル率は向上し、最終処分量は削
減されました。菓子３工場では、廃棄物をすべてリサ
イクルしており、最終処分量ゼロを継続中です（ゼロ・
エミッション）。グループ全体での排出量はほぼ前年
並みでした。

徹底した省エネ策として、全社で省エネルギー設備の導入や設備運転の効率化など
を継続して実施することにより、エネルギー使用量は明治製菓単体で前年度より4.7%、
グループで2.0%削減することができました。また、CO2排出量も明治製菓で前年度
より３.３％（９０年比３０.８％）、グループ全体で2.9%減少しました。

明治乳業単体の2009年度の廃棄物量とリサイクル
率は、2008年度と比較してそれぞれ約1,890トン増
加、0.9%低下という結果になりました。物量につい
ては、新工場の立ち上がりや牛乳ビンの切り替えが影
響しています。

グループ全体で燃料を重油から都市ガスに転換するなど、省エネルギーに努めて
いますが、エネルギー使用量は前年比103.６％と増加しました。ＣＯ2排出量も前年
比102.３％と増加していますが、これは、加工乳製品の増産・高齢化社会へ対応す
る商品の増産・海外向けコナミルクの増産など、生産物量の増によるものです。
今後とも社会的要請に的確に応えながら、省エネルギー・ＣＯ2排出削減に努めてい
きます。
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情報管理を推進する専門委員会を設置することにより、個人情報・機密情報を適切に取り扱う体制を整備しています。

明治製菓「情報管理委員会」
情報セキュリティ・個人情報保護・ディスクロージャー推進を情報管理として取りまとめ、ＣＳＲ活動の重点分野のひとつとして、
情報管理体制の強化を推進しています。

明治乳業「情報セキュリティ委員会」
全社の情報セキュリティの維持・向上を推進するため、体制の確立と統制を図るとともに、事故発生状況の確認・再発防止策の
検討などを行っています。

個人情報保護の対応
特に個人情報の保護については、お客さまの個人情報の重要性を認識し、個人情報保護に関する法令や各種規範を遵守のうえ、

「個人情報保護規定（明治製菓）※1」や「個人情報保護方針（明治乳業）※2」を制定しグループ全体で取り組んでいます。
なお、詳細については下記URLを参照ください。
※1 URL: http://www.meiji.co.jp/privacy/protection.html
※2 URL: http://www.meinyu.co.jp/privacy/index.html

企業行動憲章の制定、コンプライアンス活動推進者の任命、また従業員からの相談などを受け付けるコンプライアンス相談
窓口の設置など、グループを挙げてコンプライアンス意識の醸成・定着に向けた活動を推進しています。従業員一人ひとりが
高いコンプライアンス意識を持って業務を遂行するよう取り組んでいます。

平常時においては、リスクの発生を未然に防止するための活動を行うとともに、緊急事態発生時には、迅速かつ適切に対応し、
お客さま・社会・事業への影響を最小限に抑えるリスクマネジメント体制の充実を図っています。
明治製菓では、さまざまなリスクに全社で組織横断的に対応するため、製品・環境・コンプライアンス・情報・災害など１０種類
のリスクに関しての通常リスク管理や緊急事態発生時の対応体制を整備しています。
緊急事態発生時には社内基準に基づいて「緊急対策本部」や「全社危機管理会議」を設置し、原因究明、二次被害の防止、外部へ
の速やかな情報開示など、適切な対応が取れる体制を整えています。
明治乳業では、リスクマネジメントおよびコンプライアンス活動を一体化し、全社的な体制の構築を図るため、「リスク・コンプ

ライアンス委員会」を設置し、コンプライアンス意識
の醸成、リスクマネジメント活動を推進しています。
緊急事態発生時の迅速かつ適切な対応はもとより、
重大な影響を及ぼす緊急事態の未然防止を図るた
め、従業員一人ひとりが「リスクの棚卸し」を行い、
解決に向けた部署ごとの年度計画を策定・実行する
ことにより、職場・事業所に潜むリスクを早期に発見、
予防する取り組みに注力しています。

明治グループ
CSR報告書2010
明治グループのCSRに関する具体的な取り組みについ
ては、「明治グループ CSR報告書2010」（2010年7月発
行）をご覧ください。また、当社ホームページでもご紹
介しています。

http://www.meiji.com/csr/index.html
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コ ー ポ レ ート・ガ バ ナ ン ス 、内 部 統 制

明治グループ理念体系のもと、
グループの継続的な企業価値の向上を実現するため、
スピーディーかつ質の高い意思決定と適時適切な
情報開示により、株主をはじめとする
ステークホールダーに対し透明性の高い
経営を推進していきます。

株主総会

選任・解任

取締役会
取締役10名

（うち社外取締役2名）

監査役会
監査役4名

（うち社外監査役2名）

事業再編推進部

明治製菓 明治乳業

経営企画部 経理財務部 人事総務部 IR広報部

代表取締役社長
代表取締役副社長

選任・解任 選任・解任

選定・解職・監督

監査役監査

会計監査
内部統制監査

会計監査
内部統制監査

監査室
報告

連携

連携

内部監査

会計監査人

明治HD会社機関の関係図

株主総会

指名委員会
報酬委員会
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コーポレート・ガバナンス
組織体制と運営状況
当社グループは、持株会社である当社のもとに事業を展開
する事業会社を置く体制をとっており、前ページの組織体制
でグループ運営を行っています。経営と執行の責任を明確化
しそれぞれの機能を十分に発揮するため、執行役員制度を
導入し、より実効性の高いコーポレート・ガバナンス体制の
構築に努めています。
取締役会は社外取締役2名を含む10名から構成され、月1
回程度開催しています。取締役会規程に基づき、当社グルー
プの経営方針、経営戦略およびグループ企業の経営指導、
監督にかかわる重要な意思決定を行っています。また、コー
ポレート・ガバナンスのより一層の強化を図るため、社外
取締役を起用し各取締役の任期を1年としています。
経営戦略会議は社長の諮問機関として、社内取締役で構成
され、業務執行に関する全般的な重要事項を審議する機関と
いう位置づけで、月2回程度開催しています。
監査役会は、社外監査役2名を含む監査役4名で構成されて
います。監査役は取締役会等の重要な会議に出席するととも
に、内部監査部門（監査室）と月1回程度の連絡会を開催し情報
の共有化と連携を図りつつ、より公正な監査を実施できる体
制を整えています。また、監査室では専任スタッフによる内部
監査が行われています。会計監査については、2010年3月31
日に終了した連結会計年度においては、監査法人不二会計
事務所により監査を受けています。同監査法人は、2010年6
月29日開催の第1回定時株主総会の終結をもって任期満了と
なり退任したため、当社は同株主総会において新たに会計
監査人として、新日本有限責任監査法人を選任しています。
なお当社では、取締役と執行役員の候補者を取締役会に推
薦する「指名委員会」と、取締役と執行役員の業績評価と報酬
について検討する「報酬委員会」を、それぞれ社外取締役2名・
社内取締役2名の計4名体制で設置しています。

役員報酬等
当社の役員の報酬等の額は外部調査会社データにおける他
社水準を参考として、会社業績、個人業績評価に基づき算定
しています。算定した報酬の額は、報酬委員会に諮ったうえ
で、取締役会でこれを決定しています。

●役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額およ
び対象となる役員の員数

取締役 ｠173 173 8
（社外取締役を除く）

監査役 28 28 2
（社外監査役を除く）

社外役員 28 28 4
合計 230 230 14
(注) １取締役の報酬等の額は、当社定款の附則により、年額10億円以内

と定められています。
２ 監査役の報酬等の額は、当社定款の附則により、年額３億円以内
と定められています。

内部統制システム
基本的な考え方
当社グループは食と薬に関する事業を営み、多くのお客さま
に商品、サービスを提供しています。当社は2009年4月に掲げ
た明治グループ「企業行動憲章」のもと、コンプライアンスに
根ざした公正で健全なグループ企業活動ができるよう、内部
統制システムの構築に努めています。

役員区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の
総額（百万円）
基本報酬

対象となる
役員の員数
（人）
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役 員 一 覧

取締役執行役員 経営企画・経理財務管掌

h 橋 昭 男
（兼 明治製菓㈱代表取締役副社長）

取締役執行役員 人事総務・IR広報管掌

永 田 毅
（兼 明治乳業㈱取締役専務執行役員）

取締役

田 中 要
（兼 明治乳業㈱代表取締役副社長）

取締役

松 尾 正 彦
（兼 明治製菓㈱取締役専務執行役員）

取締役

l 西 治 信
（兼 明治製菓㈱取締役専務執行役員）

取締役

井 原 昇 一
（兼 明治乳業㈱取締役専務執行役員）

取締役（社外）

矢 嶋 英 敏
取締役（社外）

佐 貫 葉 子

常任監査役（常勤）

川 島 浩 一 郎
監査役（常勤）

森 島 知 夏 男
（兼 明治製菓㈱監査役（常勤））

監査役（社外）

宮 本 晶 二
（兼 明治乳業㈱監査役（社外））

監査役（社外）

山 口 健 一
（兼 明治製菓㈱監査役（社外））

執行役員 人事総務部長

h 橋 秀 樹
（兼 明治製菓㈱取締役常務執行役員）

執行役員 経理財務部長

平 原 高 志
（兼 明治乳業㈱執行役員）

執行役員 事業再編推進部長

谷 中 孝 章
（兼 明治乳業㈱執行役員）

執行役員 経営企画部長

左 座 理 郎
（兼 明治製菓㈱執行役員）

代表取締役社長

佐 藤 尚 忠
（兼 明治製菓㈱代表取締役社長）

代表取締役副社長

浅 野 茂 太 郎
（兼 明治乳業㈱代表取締役社長）

明治ホールディングス株式会社の役員一覧

※ 明治製菓・明治乳業の役員体制については、各社のホームページにてご覧いただけます。
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事 業 会 社 の 財 務 情 報

明 治 製 菓

2009年度2009年度

千米ドル（注）

会計年度

売上高

売上原価

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

百万円

2008年度2007年度2006年度2005年度

注）米ドル金額は読者の便宜のために提供するものであり、換算レートには2010年3月31日の為替レート（1米ドル＝93.04円）を使用しています。

売上高、販売費及び一般管理費、
売上高販管費比率

売上高（左軸）
販売費及び一般管理費（左軸）
売上高販管費比率（右軸）

39.3
40.0 40.7

39.0 38.0

05 06 07 08 09

1,000

（億円）
5,000

2,000

4,000

3,000

4,1404,047

3,9383,824

4,110

0

10

（%）
50

20

40

30

0

（年度）

,11

1,6171,528 1,602 1,578 1,572

3339.0 38.0
3,9383,824

営業利益、
売上高営業利益率

営業利益（左軸）
売上高営業利益率（右軸）

2.6

4.3

3.2 3.1

2.6

05 06 07 08 09

（億円）
200

50

150

100
107

127125

164

108

0

（%）
8

2

6

4

0

（年度）

2

4.3

3.2 3.1

2.6 2

当期純利益（左軸）
自己資本当期純利益率（ROE）（右軸）

3.4

5.7

3.5

4.0

1.8

05 06 07 08 09

20

（億円）
100

40

80

60

25

62

54

86

47

当期純利益、
自己資本当期純利益率（ROE）

0

2

（%）
10

4

8

6

0

（年度）

3

5.7

3.5

4.0

1.8

3
25

54

4747

¥ 411,035

238,480

161,720

10,835

11,058

4,790

¥ 414,080 

246,110 

157,261 

10,798 

9,608 

2,556 

¥ 404,711

234,228

157,827

12,725

11,701

6,240

¥ 393,853

220,942

160,276

12,584

12,627

5,480

¥ 382,429

213,069

152,869

16,460

16,160

8,678

$ 4,417,835

2,563,199

1,738,180

116,455

118,853

51,485
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事 業 会 社 の 財 務 情 報

明 治 乳 業

2009年度2009年度

千米ドル（注）

会計年度

売上高

売上原価

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

百万円

2008年度2007年度2006年度2005年度

注）米ドル金額は読者の便宜のために提供するものであり、換算レートには2010年3月31日の為替レート（1米ドル＝93.04円）を使用しています。

売上高、販売費及び一般管理費、
売上高販管費比率

売上高（左軸）
販売費及び一般管理費（左軸）
売上高販管費比率（右軸）

25.824.6 25.1 24.7

24.6

05 06 07 08 09

（億円）
8,000

2,000

6,000

4,000

7,1137,0697,0277,109 7,044

0

10

（%）
40

20

30

0
（年度）

,04

1,819
1,752 1,765 1,744 1,746

2224.6 24.7

24 6

営業利益、
売上高営業利益率

営業利益（左軸）
売上高営業利益率（右軸）

2.5
2.8

3.4

2.3

2.0

05 06 07 08 09

（億円）
300

200

100

140

162

235

199

175

0

（%）
6

2

4

0

（年度）

2
2.8

3.4

2.3

2.0

2
140

162

当期純利益（左軸）
自己資本当期純利益率（ROE）（右軸）

5.7

9.5

10.7

6.4

4.1

05 06 07 08 09

（億円）
150

100

50

59

92

137

100

83

当期純利益、
自己資本当期純利益率（ROE）

0

（%）
15

10

5

0

（年度）

5

10.7

6.4

4.1

5
59

9.5
92

00

8383

¥ 704,499

504,994

181,930

17,575

17,281

8,382

¥ 711,394

522,659

174,696

14,037

13,923

5,933

¥ 706,988

516,325

174,400

16,262

16,065

9,226

¥ 702,750

502,635

176,517

23,597

23,421

13,708

¥ 710,908 

515,712 

175,205 

19,989 

20,179 

10,055 

$ 7,572,010

5,427,716

1,955,395

188,898

185,740

90,090
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明治製菓グループ
事業所：
本社
支店
● フード＆ヘルスケア
［菓子］8統括支店 43支店
北海道／東北／首都圏／北関東／中部／関西／
中四国／九州

［健康］8支店 8営業所
北海道／東北／首都圏／北関東／中部／関西／
中四国／九州

● 薬品
［薬品］11支店 76営業所
札幌／仙台／東京／横浜／関東／名古屋／京都／
大阪／中国／四国／福岡

［農薬］6支店
札幌／仙台／東京／名古屋／大阪／熊本

［動物薬］4支店
北日本／東京／大阪／熊本

研究所
● フード＆ヘルスケア
食料健康総合研究所

● 薬品
医薬研究所／CMC研究所／
バイオサイエンス研究所／生物産業研究所

工場
● フード＆ヘルスケア
関東／東海／大阪

● 薬品
北上／小田原／岐阜

グループ会社：
フード＆ヘルスケア
明治産業㈱／明治チューインガム㈱／㈱ロンド／
道南食品㈱／蔵王食品㈱／四国明治㈱／
岡山県食品㈱／太洋食品㈱／明治食品㈱／
㈱アステカ／マルチフッド・インターナショナル㈱／
㈱明治スポーツプラザ／㈱明治フードマテリア／
東海ナッツ㈱／㈱ニットー／
㈱ポッカコーポレーション
薬品
北里薬品産業㈱／大蔵製薬㈱／田村製薬㈱／
明治サノフィ・アベンティス薬品㈱／都輸送㈱
コーポレート
明治ビジネスサポート㈱／明糖倉庫㈱

明治乳業グループ
事業所：
本社
研究本部
（食品開発研究所・食機能科学研究所・技術開発研究所）
能力開発センター
支社・支店
3支社
東京／東海／関西
14支店
北海道／東北／東京／北関東／東関東／神奈川／
東海／静岡／北陸／関西／京都／兵庫／中国／九州

工場
札幌／旭川／稚内／西春別／根室／十勝／十勝帯広／
本別／東北／埼玉／軽井沢／群馬／群馬栄養食／
茨城／関東／守谷／神奈川／愛知／静岡／北陸／
関西／京都／岡山／広島／九州

グループ会社：
牛乳・乳製品・アイスクリーム他食品の販売
北海道明販㈱／東北明販㈱／東京明治フーズ㈱／
東京明販㈱／中部明販㈱／金沢明販㈱／近畿明販㈱／
中国明販㈱／九州明乳販売㈱
牛乳・乳製品・アイスクリーム他食品の製造・販売
日本罐詰㈱／栃木明治牛乳㈱／関東製酪㈱／
千葉明治牛乳㈱／パンピー食品㈱／東海明治㈱／
明治油脂㈱／四国明治乳業㈱／沖縄明治乳業㈱
畜産品事業
㈱アサヒブロイラー／明治ケンコーハム㈱
飼料事業
明治飼糧㈱
物流事業
明治ロジテック㈱／㈱ケー・シー・エス／
㈱フレッシュ・ロジスティック
その他
フレッシュネットワークシステムズ㈱／
㈱明治テクノサービス／㈱ナイスデイ／
明治ライスデリカ㈱／㈱パブリシティ／
㈱明治マリンデリカ

国 内

グ ル ー プ 会 社 紹 介 （2010年4月1日現在）
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明治製菓グループ
事業所：
● 事務所
q マドリッド事務所
w 北京事務所
e 米国事務所

グループ会社：
● フード＆ヘルスケア
r スタウファー・ビスケット
t ラグーナ・クッキー
y P.T.セレス・メイジ・インドタマ
u メイジセイカ・シンガポール
i ファイブスターズ・デイリー・イングリディエンツ
o 明治四洲有限公司
!0 廣州明治制果有限公司
!1 明治制果（上海）有限公司
!2 明治制果食品工業（上海）有限公司
!3 タイ・メイジ・フード
!4 ベガン・メイジ
!5 メコー・インク

● 薬品
!6 P.T.メイジ・インドネシア・ファーマシューティカル
!7 タイ・メイジ・ファーマシューティカル
!8 テデックーメイジ・ファルマS.A.
!9 マボ・ファルマS.A.
@0 汕頭経済特区明治医薬有限公司
@1 明治魯抗医薬有限公司
@2 メイジセイカ・ヨーロッパB.V.
@3 ユニキミカ

明治乳業グループ
事業所：
● 事務所
@4 バンコク事務所
@5 メルボルン事務所
@6 台北事務所
@7 ホーチミン事務所
@8 上海事務所

グループ会社：
● 乳原料の仕入・調達
@9 メイジデイリー・オーストラレイシア

● アイスクリームの製造・販売
#0 広東四明燕塘乳業有限公司

● 保健食品の調査・研究等
#1 上海明治健康科技有限公司

● 牛乳・乳製品の製造・販売
#2 CPメイジ

● 育児用コナミルクを中心とした各種製品の輸入・販売
#3 明治乳業貿易（上海）有限公司
#4 明治乳業貿易（上海）有限公司 広州分公司

海 外
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会 社 情 報 ／ 株 式 情 報 （2010年3月31日現在）

本社所在地 東京都中央区京橋ニ丁目4番16号
設立 2009年4月1日
資本金 300億円
株式数 発行済株式総数 76,341,700株
上場金融商品取引所 東京証券取引所
決算期日 3月31日
定時株主総会 6月下旬
株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

公告方法 電子公告により行います。
公告掲載URL http://www.meiji.com/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電
子公告による公告をすることができない場合は、
日本経済新聞に掲載する方法により行います。
なお会社法第440条第4項の規定により、決算公
告は行いません。

従業員数 14,168名

お問い合わせ先

明治ホールディングス株式会社
電話：03-3273-4001（代表）
（受付時間 9:00～17:00／土・日・祝日を除く）

明治ホールディングス株式会社は、インターネット上の自社ウェブ
サイトよりさまざまな情報を提供しています。

URL: http://www.meiji.com/

大株主の状況

株価と出来高

株式の所有者別分布状況

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
株式会社みずほ銀行
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
日本生命保険相互会社
第一生命保険相互会社
株式会社りそな銀行
農林中央金庫
明治ホールディングス従業員持株会
東京海上日動火災保険株式会社
富国生命保険相互会社
上位10名の合計

3,888
3,582
3,132
2,642
1,616
1,523
1,446
1,397
1,184
1,070

21,483

5.09
4.69
4.10
3.46
2.12
2.00 
1.89
1.83
1.55
1.40 

28.14

所有株式数（千株）株主名 発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

金融機関 
43.93%

個人・その他 
28.33%

政府・地方公共団体 0.00%

金融商品取引業者 1.78%

外国法人等 
12.12%

その他の法人 
13.84%

明治ホールディングス（左軸）日経平均（左軸）

（指数） （千株）

出来高（右軸）

09/4 09/5 09/6 09/7 09/8 09/9 09/10 09/11 09/12 10/1 10/2 10/3

200

150

100

50

10,000

7,500

5,000

2,500

0 0

（注）自己株式は、「個人・その他」に含まれています。

明治ホールディングス株価（月末終値）と日経平均株価は、2009年4月30日を100とする指数

明治ホールディングス株価（円）
最高値 3,990
最安値 2,760
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明 明治製菓 明治乳業
旧・明治製糖（両社の起源）設立

明治製菓の前身、東京菓子創立
大正製菓（親会社：明治製糖）を合併 明治乳業の前身、極東煉乳（親会社：明治製糖）設立
大久保工場でキャラメル・ビスケットを製造 煉乳などの製造を開始

明治製糖が明治商店（のちの明治商事）を設立
商号を明治製菓株式会社と変更
「明治ミルクチョコレート」発売
ココア発売、食品事業を始める
明治乳業に乳業経営を委任 商号を明治乳業株式会社と変更
ペニシリンの製造開始、薬品事業を始める 大阪工場でペニシリン試験生産を開始

「ペニシリン明乳」発売
抗生物質「ストレプトマイシン明治」発売

「ソフトカード明治コナミルク」発売
生クリーム「明治フレッシュクリーム」発売

国産初の抗生物質「カナマイシン明治」発売
明治乳業の大阪工場を譲り受け、淀川工場が発足
（ペニシリン事業を一本化）
「マーブルチョコレート」発売
日本で初めてのスナック菓子「カール」発売 離乳食「明治ベビーかゆ」「明治育児用果汁オレンジ」発売

「明治プレーンヨーグルト」発売
明治商事と合併 明治商事が乳製品部門を明治乳業に移譲

「明治ブルガリアヨーグルト」発売
「明治製菓シンガポール」設立
「P.T.メイジ・インドネシア」設立
「きのこの山」発売
農薬「オリゼメート」発売

冷凍食品「ピッツァ＆ピッツァ」発売
「ザバス」シリーズ発売
一般用医薬品「イソジンうがい薬」発売

流動食「YH-80」発売
「果汁グミ」発売
抗不安薬「メイラックス」発売

スーパープレミアムアイスクリーム「AYA/彩」発売
ソフトマーガリン「明治コーン100」発売

フィットネスクラブ「スポーツプラザ・大阪」を開業
「明治北海道十勝チーズ」発売

抗生物質「メイアクト」発売 「明治エッセルスーパーカップ超バニラ」発売
スポーツ栄養飲料「ヴァーム」発売
流動食「メイバランス」発売

「キシリッシュガム」発売
抗うつ薬「デプロメール」発売

「明治プロビオヨーグルトLG21」発売
「アミノコラーゲン」発売 「明治おいしい牛乳」を全国発売

コナミルク「明治ほほえみ らくらくキューブ」発売
（株）ポッカコーポレーションと資本業務提携 「明治北海道十勝スマートチーズ」発売

「明治フレッシュクリームあじわい」発売

4月、共同持株会社「明治ホールディングス株式会社」を設立し、経営統合
（明治グループ理念体系、ブランドマーク、スローガンを制定）

抗生物質「オラペネム」発売／抗うつ薬「リフレックス」発売／「明治ヨーグルトR-1」発売
新ブランドヨーグルト「meiji Yoplait」発売

1906
1916
1917

1920
1924
1926

1940
1946 
1949
1950
1951
1953 
1958

1961
1968
1971
1972 
1973
1974

1975

1976
1980
1983
1986
1988
1989
1990

1991
1992
1994
1995

1997 
1999 
2000 
2002 
2007
2008

2009
2009
2010
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http://www.meiji.com/

104-0031 東京都中央区京橋2-4-16
Tel: 03-3273-4001

＊ この冊子は環境への配慮のため、FSC認証紙と大豆油インキを使用し、「水なし印刷方式」で印刷しています。
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